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研
究
発
表
要
旨

旧
約
聖
書
に
於
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

礼
拝
理
解
の
た
め
に

「
天
の
万
象
」

菊
　
地
　
純
　
子

　
序
に
か
え
て

0
　
「
天
の
万
象
」
礼
採
の
行
な
わ
れ
た
時
代

¢⇒

@
「
天
の
万
象
」
礼
拝
の
対
象
・
性
格
・
形

⇔
　
古
代
オ
リ
エ
γ
ト
の
「
夜
の
神
々
」

　
ま
　
と
　
め

　
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
の
王
国
時
代
に
所
謂
「
異
教
礼
拝
」
が
行
な

わ
れ
て
い
た
事
は
、
当
時
の
預
言
者
達
に
よ
る
厳
し
い
批
判
等
か

ら
疑
い
よ
う
の
な
い
事
実
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
の
課
題

は
、
そ
の
一
つ
で
あ
る
「
天
の
万
象
」
礼
拝
に
つ
い
て
歴
史
的
に

光
を
あ
て
る
こ
と
で
あ
る
。

　
「
天
の
万
象
篇
に
つ
い
て
の
旧
約
聖
書
の
テ
キ
ス
ト
は
、
文
脈

の
違
い
か
ら
、
ω
礼
拝
の
事
実
を
伝
え
る
、
勧
礼
拝
を
禁
止
す

る
、
㈲
「
天
の
万
象
」
の
失
墜
を
宣
言
す
る
、
鰯
「
天
の
万
象
」

が
Y
H
W
H
の
支
配
下
に
あ
る
と
説
く
も
の
、
に
分
類
で
き
よ
う

（
表
一
一
）
。

　
e
　
表
一
に
掲
げ
た
テ
キ
ス
ト
は
い
ず
れ
も
そ
の
意
図
を
通
じ

て
「
礼
拝
」
の
事
実
を
伝
え
て
い
る
。
1
の
一
に
よ
れ
ぽ
、
北
イ

ス
ラ
エ
ル
王
国
で
礼
拝
が
公
然
と
行
な
わ
れ
、
そ
の
熱
心
さ
は
桐

当
で
、
申
命
記
史
家
は
、
他
の
礼
拝
と
の
混
合
宗
教
と
な
っ
た
こ

と
が
、
神
の
怒
り
を
か
い
、
王
国
滅
亡
と
い
う
神
の
審
判
を
引
き

起
し
た
一
つ
の
原
因
で
あ
る
と
判
断
し
た
ほ
ど
で
あ
る
。
南
ユ
ダ

王
国
の
王
マ
マ
ナ
セ
が
礼
拝
し
た
事
は
一
の
2
及
び
一
の
3
よ
り

知
ら
れ
る
。
続
く
王
ア
モ
ン
に
つ
い
て
は
何
の
憐
報
も
な
い
が
エ

4
の
に
あ
る
よ
う
に
、
次
王
ヨ
シ
ヤ
が
、
　
「
宗
教
改
革
“
の
一
端

と
し
て
、
礼
拝
の
た
め
の
祭
具
を
排
し
た
事
は
、
マ
ナ
セ
・
ア
モ

ン
両
時
代
に
、
他
な
ら
ぬ
エ
ル
サ
レ
ム
神
殿
で
、
他
の
異
教
礼
拝

と
並
ん
で
行
な
わ
れ
た
と
考
え
て
よ
い
。
こ
れ
は
2
の
一
、
2
の

2
に
よ
り
支
持
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
申
命
記
の
こ
の
部
分
の
成
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

時
期
を
ヨ
シ
ャ
の
「
宗
教
改
革
扁
の
前
頃
と
す
る
な
ら
ぽ
、
太
陽
、

月
と
並
ん
で
、
「
天
の
万
象
」
の
礼
拝
の
厳
し
い
断
罪
は
、
当
時
の

宗
教
的
状
況
を
反
映
し
て
い
る
。
3
の
テ
キ
ス
ト
は
、
ダ
ニ
エ
ル

書
を
除
い
て
す
べ
て
南
ユ
ダ
王
国
末
期
の
預
言
で
あ
る
。
3
の
2
、

3
の
3
の
エ
レ
ミ
ヤ
の
預
言
が
、
同
時
代
に
活
動
し
た
ゼ
パ
ニ
ヤ

の
預
言
（
3
の
4
）
と
同
じ
く
、
ユ
ダ
の
指
導
者
、
エ
ル
サ
レ
ム

市
之
を
特
に
断
罪
し
て
お
り
、
礼
拝
の
担
い
手
は
特
に
そ
れ
ら
の

一一@26　一



1表一一ド天の万象」のテキスト

1　「天の万象」礼拝の事実

1の1　北イスラエルの罪の一hつ；鋳た像，二頭の子牛をつくり，アシエラをつくり「天

　　　　　　　　　　　　　　　　　の万象」に身をかがめバアルに仕えた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　列王紀下17：16

1の2　南ユダの王マナttの行い：「天の万象」に身をかがめて彼らに仕えた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　列王紀下21：3
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）
1の3　　　　　〃　　　　　：神殿の二つの庭に「天の万象」のために祭壇を建てた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5，liヨE赤己惚　21：　5

1の4　南ユダの王ヨシヤの行い＝「天の万象」のための祭具を神殿から運び出させた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6）　（7）
　　　　　　　　　　　　　　　　　マナセがつくった祭壇をこわし細く砕き……。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　T71Jヨ三示己下　23：　4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　23：12

2　「天の万象」礼拝の禁止

2の1　モrw一セの第1回の説教の勧告：　彼ら　（’eレha醗emeきwe’eUlayyare晦wo’e主一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　hakk6kabim　kO1§畷a　ha蕊amayim）を見て，惑

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わされたり，身をかがめたり，仕えたりしてはい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　けなし’。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　申命言己　　4：19

2の2　律法の礼拝の違反についての部分＝太陽，月，「天の万象」の前で身をかがめたも

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のは石打ちによる死刑。　　薄命記17：3

3　「天の万象」失墜の預醤

3の1　イザヤの預言：「天の万象」はくずれてなくなり天は巻物のように巻き上げられ

　　　　　　　　　　　　る。　　　　　　　　　　　　　　　　　イザヤ書34：4

3の2　エレミャのエホヤキム晴代の預言：　ユダの王，窟僚，祭司，預読者，エルサレム

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市民の骨が墓から出されて太陽，月，「天の万

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　象」の前にさらされるが何事も起らない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エレミャ書8：1＿2

3の3　エレミャのエルサレム時代のエルサレム破壊の預言：屋上で「天の万象」に香を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たいた家が汚される。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　mレミャ書19：13

3の4　ゼパニャの異教祭儀への批判：屋上で「天の万象」に身をかがめる者を絶つ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司ビノくニや護｝1：5

4　YHWHの支配下にある」天の万象」

4の1　ユダの王ヨシャパテの時代のミカヤの預言：YHWHの王座の隙こ」天の万象」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　がたつ。　　　　列王紀下22：19

4の2　雑婚の罪をあがなう礼拝で：「天の万象」はYKWHを拝む。　歴代陛下18＝18

4の3　「天の万象」はYHWHの患によってつくられた。　　　　　　　詩篇33：6

4の4　キユpsスによる解放の預言＝YHWHは「天の万象」を指揮する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イザヤ雷45：12

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　27　一
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表一二1沃の万象」礼拝の行われた日寺代

享毫∫「罫みi．

　1

　

一丁石三ヲ；∬

　　B　C701

　　　　．

…
　
鋤

　
　
（

．
　
1
　
　
9
μ
　
0
σ

…
　
－

｝（9）

　　4

2の1

　　2

3の1

．
2
　
3
　4

表一三1　「大熊座」への儀式；STT　73，88－91／／LKAユ38，2－5

付随する儀式：鉢の大麦を取る。まだ女性を知らない少年が，日柄の良いEに・・…・し，

挽く。夜になって，その少年は，屋上で，星の前で，大熊座の前で，香炉と杜松とあぶ

った粉を皆，燃やす。祭司は，立ち，この呪文を，星の前で，大熊座の前で三翻唱える。

清水が献げられ，その後託宣が下る。

人
々
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
様
に
、
テ
キ
ス
ト
の
証

言
は
「
天
の
万
象
」
礼
拝
が
、
北
イ
ス
ラ
エ
ル
あ
る
い
は
爾
ユ

ダ
王
国
宋
期
に
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
（
表
…
二
）
。
こ

の
時
代
特
に
マ
ナ
セ
・
ア
モ
ン
術
時
代
は
、
新
ア
ッ
シ
リ
ア
帝

国
が
軍
事
的
に
も
文
化
的
に
も
圧
倒
的
に
シ
リ
ャ
・
パ
レ
ス
チ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

ナ
を
支
配
し
て
い
た
時
代
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
当
時
の
世
界

情
勢
を
考
え
る
と
「
天
の
万
象
」
に
比
す
べ
き
神
を
、
新
ア
ッ

シ
リ
ア
帝
国
を
含
む
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
世
界
に
求
め
る
事
は

「
天
の
万
象
」
礼
拝
理
解
す
る
上
で
興
味
深
い
。

　
C
り
「
天
の
万
象
篇
と
は
「
天
の
軍
隊
」
（
＄
冨
訂
縁
卿
ヨ
鎚
冨
）

と
い
う
直
訳
が
示
す
様
に
、
天
体
の
中
で
集
団
で
把
握
さ
れ
た

存
在
で
あ
る
。
2
の
2
で
は
太
陽
・
月
と
並
べ
て
書
か
れ
て
い

る
が
、
2
の
一
で
は
、
太
陽
・
月
・
星
と
並
べ
た
画
す
べ
て
を

受
け
て
「
天
の
万
象
」
と
君
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

し
か
し
3
の
2
で
は
再
び
太
陽
・
月
・
天
の
万
象
は
並
列
し
て

い
る
し
、
2
の
一
も
星
を
重
い
か
え
て
、
星
の
性
質
を
説
明
す

る
た
め
に
「
天
の
万
象
」
を
加
え
て
書
い
た
と
も
考
え
ら
れ

（
4
）
る
。
従
っ
て
「
天
の
万
象
」
が
星
で
あ
る
薯
は
充
分
受
け
入
れ

ら
れ
る
。
礼
拝
の
対
象
と
し
て
で
な
く
、
数
の
多
さ
の
表
現
と

し
て
、
海
の
砂
と
並
べ
て
「
天
の
万
象
篇
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る

テ
キ
ス
ト
（
エ
レ
ミ
や
書
三
三
・
一
三
）
も
こ
の
理
解
の
方
が

一　28　一



自
然
で
あ
る
。
星
に
つ
い
て
イ
ス
ラ
エ
ル
で
ど
の
程
度
の
知
識
が

あ
っ
た
の
か
旧
約
聖
書
の
中
か
ら
詳
細
は
知
り
え
ず
、
特
定
の
星

や
星
座
を
考
え
て
い
た
か
ど
う
か
を
含
め
て
こ
れ
以
上
の
議
論
は

膜
し
み
た
い
。

　
星
で
あ
る
「
天
の
万
象
」
を
礼
捧
す
る
場
は
、
3
の
3
、
3
の

4
か
ら
建
物
の
麗
上
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
特
定
の
祭
具
も

あ
り
（
1
の
4
）
、
　
仕
え
る
事
が
禁
示
さ
れ
て
い
る
（
！
の
4
）

の
で
、
定
期
的
祭
儀
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
特
定
の
祭
司
が
い

た
可
能
性
も
あ
る
（
列
国
紀
下
二
三
・
五
）
。
　
又
礼
拝
の
際
に
は

香
を
た
い
て
儀
式
を
行
っ
た
（
1
の
4
、
3
の
3
）
。

　
礼
拝
の
担
い
手
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
際
に
ふ
れ
た
が
、
王
を
は

じ
め
と
し
て
（
1
の
2
、
3
、
4
）
ユ
ダ
王
国
の
指
導
層
に
特
徴

的
な
礼
拝
で
あ
っ
た
と
考
え
る
と
（
3
の
2
、
4
）
、
　
礼
拝
の
性

格
は
公
的
礼
拝
の
側
面
が
強
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た

公
的
な
場
で
の
礼
拝
が
、
国
家
宗
教
と
し
て
Y
H
W
H
礼
拝
を
確

立
し
ょ
う
と
し
た
ヨ
シ
ヤ
の
時
代
に
最
も
強
く
反
撃
を
受
け
た
こ

と
は
当
然
で
あ
る
。
4
の
一
～
4
の
テ
キ
ス
ト
は
、
「
天
の
万
象
」

が
既
に
Y
H
W
H
の
支
配
下
に
あ
る
と
主
張
す
る
が
、
Y
R
W
H

と
「
天
の
万
象
」
の
関
係
は
、
本
稿
の
視
野
に
は
入
ら
な
い
別
の

テ
ー
マ
で
あ
る
。
た
だ
Y
H
W
H
が
”
終
冒
勤
務
”
を
期
待
さ
れ

て
い
る
テ
キ
ス
ト
が
あ
り
（
詩
篇
三
五
●
二
三
、
四
四
∴
一
三
、

五
九
・
・
五
）
、
「
天
の
万
象
」
の
力
を
否
定
し
た
旧
約
聖
書
の
主

張
と
共
に
、
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
の
パ
ン
テ
オ
ン
と
比
較
し
て
旧
約

聖
書
の
独
自
の
世
界
を
特
徴
づ
け
て
い
る
。

　
⇔
　
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
世
界
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
世
界
と
異
り
、

全
く
人
々
と
関
ら
な
か
っ
た
二
千
年
の
期
間
の
後
に
、
近
年
の
発

掘
に
よ
り
私
達
に
知
ら
れ
る
様
に
な
っ
た
。
史
料
の
多
さ
は
ア
ッ

カ
ド
語
だ
け
で
も
旧
約
聖
書
と
は
比
べ
る
べ
く
も
な
く
、
地
域
的

に
も
時
代
的
に
も
、
　
一
括
し
て
扱
う
こ
と
が
不
可
能
な
ほ
ど
多
様

で
あ
る
。
そ
の
中
で
文
学
や
宗
教
文
書
の
類
は
そ
の
当
時
で
千
五

樹
年
位
の
伝
承
の
歴
史
を
持
つ
事
が
あ
る
。
本
稿
の
興
味
の
対
象

と
な
る
新
ア
ッ
シ
リ
ア
帝
国
の
後
期
は
特
に
天
文
学
・
占
星
学
が

飛
躍
的
に
発
展
し
た
時
代
で
、
そ
れ
ま
で
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、

星
（
騨
蝉
犀
犀
節
び
似
P
O
）
に
つ
い
て
様
々
な
ア
プ
ロ
…
チ
か
ら
文
書
を

残
し
て
い
る
。
旧
約
聖
書
と
共
通
す
る
も
の
と
し
て
は
星
の
属
性

を
文
学
的
表
現
と
し
て
使
う
一
方
で
、
星
は
神
々
と
し
て
考
え
ら

れ
た
。
病
を
司
る
神
と
し
て
、
多
く
の
医
学
テ
キ
ス
ト
に
登
外

し
、
さ
ら
に
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
の
三
主
神
で
あ
る
ア
ヌ
・
エ
ア
、

エ
ン
リ
ル
に
分
配
さ
れ
た
謝
々
が
占
い
の
対
象
と
さ
れ
て
、
国
事

の
決
定
に
重
要
な
役
割
を
果
し
た
。
星
座
も
古
く
か
ら
知
ら
れ
、

占
い
の
対
象
と
な
っ
た
り
、
神
と
し
て
拝
ま
れ
た
り
し
た
。
表
－

三
の
テ
キ
ス
ト
は
、
大
熊
座
の
前
で
夜
、
屋
上
で
番
を
た
く
儀
式

一　29　一



が
行
な
わ
れ
て
い
る
点
で
、
「
天
の
万
象
礼
拝
」
を
髪
髭
と
さ
せ

る
。
し
か
し
本
稿
で
は
集
団
と
し
て
星
が
礼
拝
さ
れ
る
事
に
関
心

が
あ
り
、
そ
う
し
た
も
の
と
し
て
は
「
夜
の
神
々
」
が
あ
る
。
「
夜

の
神
々
」
の
テ
キ
ス
ト
は
古
バ
ビ
ロ
ニ
ア
時
代
か
ら
新
バ
ビ
ロ
ニ

ア
時
代
に
わ
た
っ
て
書
か
れ
て
お
り
、
現
在
ま
で
に
、
ア
ナ
ト
リ

ア
、
シ
リ
ヤ
、
ア
ッ
シ
リ
ヤ
、
バ
ビ
ロ
ニ
ヤ
か
ら
発
見
さ
れ
た
も

の
が
、
大
小
あ
わ
せ
て
一
七
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
神
の
働
き
か
ら

ω
人
間
の
運
命
を
決
め
る
。
㈲
現
実
と
な
っ
た
運
命
を
変
え
る
。

㈹
清
め
る
。
テ
キ
ス
ト
に
分
類
さ
れ
、
テ
キ
ス
ト
の
「
類
型
」

（
○
簿
ε
類
σ
q
）
か
ら
ω
祈
祷
、
②
月
食
占
い
、
怨
讐
を
追
い
払
う

（
冨
ヨ
ぴ
鶏
9
鶴
悪
霊
を
焼
き
払
う
（
露
⇔
£
⇔
）
㈲
神
像
を
開
眼
す

る
（
自
。
。
℃
麟
）
テ
キ
ス
ト
に
分
け
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
核
に

な
る
の
は
、
古
バ
ビ
ロ
ニ
ア
時
代
の
晩
祷
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。

そ
の
テ
キ
ス
ト
の
分
析
の
結
果
、
　
「
夜
の
神
々
」
は
太
陽
神
と
昼

夜
を
分
っ
て
任
務
に
当
っ
た
神
で
、
太
陽
神
と
同
じ
く
、
祈
祷
と

儀
式
が
紐
合
み
わ
さ
れ
た
、
当
時
の
「
宗
教
裁
判
」
の
法
廷
で
裁

判
官
と
し
て
、
人
間
に
噂
し
て
正
し
い
裁
き
を
行
な
う
神
で
あ
っ

た
。
そ
の
際
、
常
に
特
定
の
星
、
星
座
が
「
夜
の
神
々
」
と
し
て

礼
拝
さ
れ
た
と
い
う
の
で
は
な
く
、
礼
拝
の
夜
の
明
る
い
星
や
星

座
が
呼
び
か
け
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
　
「
夜
の
神
々
」
に
つ
け
ら

れ
た
形
容
辞
萄
讐
昏
簿
§
）
は
、
公
的
宗
教
に
関
す
る
神
に
つ
け

ら
れ
る
「
偉
大
な
る
」
（
鍵
び
黛
q
巴
）
で
あ
っ
た
。

　
聖
書
の
存
在
を
通
し
て
、
今
に
至
る
ま
で
人
類
に
多
大
な
影
響

力
を
持
っ
て
来
た
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
の
世
界
も
当
時
の
環
境
世
界

の
中
で
は
ま
こ
と
に
小
さ
い
存
在
で
あ
っ
た
。
政
治
も
文
化
も
環

境
世
界
に
負
う
所
大
き
く
信
仰
の
世
界
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
こ
れ
は
、
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
に
独
自
性
が
な
く
、
古
代
オ

リ
エ
ン
ト
か
ら
す
べ
て
説
明
で
き
る
と
い
う
事
で
は
な
い
。
こ
こ

で
取
り
あ
げ
た
「
天
の
万
象
」
と
「
夜
の
神
々
」
も
完
全
に
同
一

視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
要
は
、
一
つ
の
「
文
化
」
を
共
有
し

て
い
た
事
実
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
そ
の
事
に
よ
り
、
イ
ス
ラ
エ

ル
の
特
殊
性
な
り
（
こ
こ
で
は
「
天
の
万
象
扁
礼
拝
へ
の
批
判
の

重
さ
と
い
う
事
に
な
ろ
う
か
）
、
　
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ

ろ
う
。

〈1）（2）

本
稿
は
一
九
八
七
年
五
月
二
五
日
の
明
治
学
院
大
学
に
於
け
る
日
本
隔

心
学
会
東
部
部
会
で
の
研
究
発
表
と
購
年
七
月
二
幸
日
の
北
星
学
園
女

子
短
期
大
学
で
の
第
二
六
回
北
海
道
基
督
教
学
会
の
研
究
発
表
の
要
旨

で
あ
る
。
問
題
点
の
簡
単
な
ま
と
め
は
『
聖
書
と
教
会
』
誌
一
九
八
七

年
十
月
号
の
研
究
ノ
：
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
の
部
分
で
罰
愛

し
た
「
夜
の
神
々
」
へ
の
晩
祷
テ
キ
ス
ト
に
即
し
た
議
論
は
『
オ
リ
エ

ン
ト
』
三
千
一
一
二
巻
一
号
の
拙
文
に
詳
し
い
。

総
岬
説
旧
約
聖
訓
嗣
　
日
本
基
督
川
教
団
出
版
局
　
　
一
九
八
四
年
　
　
一
七
四
頁

を
参
照
。
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｛3）
｛4．）（5）（7） （6）（9｝ （8｝

そ
の
一
つ
の
例
証
は
シ
リ
ヤ
で
発
掘
さ
れ
た
印
章
で
あ
る
。
印
章
は

公
・
私
文
書
に
必
要
な
物
で
、
作
ら
れ
使
わ
れ
た
時
期
の
文
化
的
特
徴

を
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
シ
リ
ヤ
の
独
特
の
文
様
が
新
ア
ッ
シ
リ

ア
帝
国
と
同
時
代
に
は
、
押
し
な
べ
て
ア
ッ
シ
リ
ア
的
な
も
の
に
取
っ

て
換
え
ら
れ
て
い
る
。

O
器
囲
。
に
。
。
δ
σ
q
①
｝
訂
ω
胃
δ
ご
鴇
諺
島
ω
け
①
｝
冒
ロ
σ
q
ω
訂
け
巴
。
σ
q
Φ
伍
賃

O
巴
く
費
ω
諜
警
6
郎
ぴ
ヨ
α
q
①
鵠
Z
壇
●
H
ど
8
麟
げ
言
α
q
①
P
H
り
G
。
ρ
H
。
。
①
頁
以

下
。

表
－
一
の
2
の
一
を
参
照
。
　
○
①
ω
①
旨
ご
。
。
　
頃
①
び
H
①
毛
　
○
同
⇔
ヨ
日
⇔
門
り

○
駄
。
鼠
や
お
刈
O
・
。
矯
㈱
雛
ポ
斜
o
e

列
王
紀
上
六
章
以
下
の
描
写
で
は
＼
神
殿
に
二
つ
の
内
庭
は
な
く
、
こ

こ
で
の
第
二
の
庭
は
神
殿
地
区
内
の
宮
殿
の
庭
（
列
王
紀
下
二
〇
・
四
）

で
は
な
い
か
と
か
、
エ
ゼ
キ
エ
ル
書
四
〇
章
以
下
で
は
二
つ
の
庭
を
描

い
て
い
る
が
、
そ
こ
と
同
じ
く
こ
の
テ
キ
ス
ト
も
捕
囚
後
の
記
述
で
あ

る
と
か
、
テ
キ
ス
ト
の
史
料
価
値
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
い
○
屋
ざ

剛
俸
調
図
ぎ
σ
q
。
。
“
○
紅
8
Φ
。
。
窪
旨
Φ
葺
ぼ
ぴ
「
霞
ざ
ω
○
窯
℃
冠
①
塁
》
お
ミ
3

刈
8
頁
以
下
を
参
照
。

註
㈲
の
問
題
と
関
っ
て
い
る
。
同
書
刈
ω
刈
頁
。

テ
キ
ス
ト
本
文
に
問
題
が
あ
り
（
垂
遷
鰹
8
巨
綴
画
ヨ
）
、
読
み
換
え
た

（
芝
帥
葛
鎌
ρ
葛
B
瞼
ヨ
）
。

総
説
旧
甲
約
聖
轟
勲
国
、
　
繋
工
ハ
七
習
貝
疏
珍
昭
…
。

阿
回
勲
団
、
　
三
八
論
ハ
頁
参
照
…
。
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